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【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 7月 20日 (2006.7.20)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-228608(P2005-228608A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 8月 25日 (2005.8.25)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-033
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-36328(P2004-36328)
【 国 際 特 許 分 類 】
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                        Ｈ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ ＪＨ ０ １ Ｊ   37/28     (2006.01)  37/28     (2006.01)  37/28     (2006.01)  37/28     (2006.01)  37/28     (2006.01)  37/28     (2006.01)  37/28     (2006.01)  37/28     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｈ ０ １ Ｊ   37/20          Ａ
   Ｈ ０ １ Ｊ   37/28          Ｂ
   Ｈ ０ １ Ｊ   37/28          Ｃ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 2日 (2006.6.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 、 こ の 観 察 領 域 １ ０ ２ を 含 む 電 子 顕 微 鏡 用 試 料 １ ０ １ に つ い て 、 高 加 速 （ 例 え ば 、
２ ０ ０ ｋ Ｖ ） 走 査 電 子 顕 微 鏡 像 （ 以 下 、 走 査 電 子 顕 微 鏡 を Ｓ Ｅ Ｍ と 省 略 ） 観 察 機 能 と 走 査
透 過 電 子 顕 微 鏡 像 （ 以 下 、 走 査 透 過 電 子 顕 微 鏡 を Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ と 省 略 ） 観 察 機 能 と を 備 え て 構
成 さ れ る Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ 装 置 に お い て 、 観 察 領 域 に 電 子 線 １ ０ ５ を 走 査 し て 上 記 試 料 １ ０ １ の Ｓ
Ｅ Ｍ に よ る 断 面 観 察 お よ び Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ に よ る 内 部 の 構 造 を 観 察 す る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 日 本 電 子 顕 微 鏡 学 会  第 ５ ４ 回 学 術 講 演 会  発 表 要 旨 集  １ ４ ４ (１ ９ ９ ８
）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ６ １ ３ ２ ０ 号 公 報
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 試 料 の 構 造 が 微 細 化 、 緻 密 化 し て い る 場 合 に 、 薄 膜 化 し た 観 察 領 域 の ２ つ の 観 察
面 に お い て 、 互 い に 異 な る 断 面 構 造 を も つ こ と が あ る 。 こ の 場 合 に は 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ 像 は 試 料
の 膜 厚 の 厚 み で 積 算 さ れ た 像 で あ る た め 、 試 料 の 構 造 の 詳 細 を 得 る た め に は 、 Ｓ Ｅ Ｍ に よ
る 段 面 観 察 を 行 う 必 要 が あ る が 、 上 記 試 料 の 詳 細 な 断 面 観 察 を 行 う 場 合 に は 、 集 束 イ オ ン
ビ ー ム 加 工 装 置 （ 以 下 、 Ｆ Ｉ Ｂ と 省 略 ） に 試 料 を 挿 入 し 、 観 察 領 域 に お い て 観 察 方 向 と 反
対 側 に Ｆ Ｉ Ｂ に よ る Ｗ な ど の 金 属 膜 を 堆 積 さ せ る な ど の 追 加 加 工 に よ り ２ 次 電 子 発 生 効 率
を 向 上 さ せ る 必 要 が あ っ た が 、 上 記 観 察 領 域 は 高 解 像 度 の
Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ 像 観 察 を 行 う の に 十 分 が 薄 さ に 薄 片 化 さ れ て い る た め 、 Ｆ Ｉ Ｂ に よ る 追 加 加 工 に
よ り 観 察 領 域 を 破 損 す る 危 険 性 を 伴 う も の で あ っ た 。

（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ）
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